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平成２７年２月 定例教育委員会 
 

 

日 時  平成２７年２月１９日（木） 

１５時３０分～ 

 

場 所  市役所１１階 研修室 

 

出席者 

 （教育委員） 

  久田委員長 深町委員 合田委員 内海委員 永元教育長 

（事務局） 

  百津教育次長兼学校教育課長 久家教育次長 友永総合教育センター長兼総合教育センタ

ー課長 大藤総務課長 金子教育センター所長 小田社会教育課長 吉富スポーツ振興課

長 吉田学校保健課長 犬塚青少年教育センター所長 吉住公民館政策課長 阿比留総務

課長補佐兼庶務係長  

 

内 容 

(1)委員長報告 

(2)教育長報告 

(3)議 題 

①平成２６年度 佐世保市一般会計補正予算（第７号） 

②平成２６年度 佐世保市一般会計補正予算（第８号） 

③平成２７年度 佐世保市一般会計補正予算（第１号） 

④損害賠償の額の決定に伴う市長専決処分の件（日野小サッシ落下事故） 

 

(4)協議事項 

  なし 

 

(5)報告事項 

①地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う教育委員会規則の 

 改正進捗状況について 

②平成２６年度佐世保市教育委員会文化及びスポーツ表彰について 

③図書ボランティア養成講座 

④図書館と地区公民館図書室との新たな連携について 

⑤「あすなろ教室」閉級式の報告 

 

（6）その他 
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①次回日程調整 

 

◆ 委員長報告 

○  ２月 １日 中央公民館開所式  

○  ２月 ７日 日Ｐ表彰受賞祝賀会 

○  ２月１０日 前期教育委員会 

○  ２月１４日 子ども期歯科保健研究会 

○  ２月１８日 あすなろ教室閉級式 

○  ２月１９日 市教育委員会研究指定校感謝状贈呈式 

○  ２月１９日 定例教育委員会 

        

◆ 教育長報告 

○  １月２９日 地区協議会からの提言書受領式  

○  １月３０日 佐世保市学校保健会懇親会 

○  ２月 １日 中央公民館開所式 

○  ２月 ２日 第３回長崎県都市教育長協議会 

○  ２月 ３日 第２回県教育委員会教育長ヒアリング 

○  ２月 ５日 九州都市教育長協議会 

○  ２月 ７日 日Ｐ表彰受賞祝賀会 

○  ２月 ９日 世界遺産登録推進県民会議 

○  ２月１０日 ジュニアソフトボール全国出場表敬 

○  ２月１４日 子ども期歯科保健研究会 

○  ２月１４日 郷土研究所公開発表会 

○  ２月１６日 子どものいのちと心を守る市民ネットワーク代表面談 

○  ２月１８日 大地といのちの会面談 

○  ２月１８日 あすなろ教室閉級式 

○  ２月１９日 市教育委員会研究指定校感謝状贈呈式 

○  ２月１９日 定例教育委員会  

 

◆ 委員長報告・教育長報告に関する質疑・意見等 

特になし 

 

～ 以下、事務局から内容の説明を行ったが、その部分は記載していない。～ 

 

◆ 議題 

①平成２６年度 佐世保市一般会計補正予算（第７号） 

・就学援助の申請増に伴い必要となる予算を補正するもの、また、市民文化ホールの継続費、相

浦地区複合施設外１件を翌年度に繰り越すもの 
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 【委 員】 就学援助について、小中学校の新１年生については保護者あてに案内をしていると

思うが、その他の学年にも案内をしているのか。 

 

 【事務局】 毎年２月に全在学生に案内している。継続者については、継続の書類を添付してい

る。 

 

 【委員長】 今の件に関わって、２月２１日の本会議で先議案件として上程して、３月２日に可

決されれば、児童・生徒に対して卒業までのうちに支出が可能と受け止めてよいのか。 

 

 【事務局】 はい。 

 

 【教育長】 黒島天主堂障害者スロープ設置の繰り越し明許費の説明で、これから地元に説明し

了解が得られればという説明がちょっと気になるのだが、この案で了解が得られているのではな

いか。 

 

 【事務局】 木をどけなければということで了解は得られている。ただし、具体的な図面を住民

に示していないためにそのような説明となった。 

 

 【教育長】 大筋は了解されているということで理解してよいか。 

 

 【事務局】 はい。大筋は了解されている。 

 

 【委員長】 相浦地区公民館の４差路の市道認定はできているのか。また、代替地を求めている

二人の地権者の件は、代替地の了承は得ているが、その登記がまだできていなので繰り越すとい

うことで理解してよいか。 

 

 【事務局】 登記そのものは一番最後の作業となる。代替地は決まっているのだが、税制優遇を

受けるために税務署との協議というのが必要になって、買収地のみでなく代替地も含めたところ

でとなったために、時間を要しているという状況。 

 

 【委員長】 ７号補正については、以上のようなことで異議ありませんか。 

 

 ～異議なし～ 

 

【委員長】 それでは本件は事務局案どおり了承することとする。次の議題の説明をお願いする。 

 

②平成２６年度 佐世保市一般会計補正予算（第８号） 
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・国の緊急経済対策で平成２７年度実施予定の学校施設改築工事を前倒しで計上するもの 

 

【委員長】 国の第一次補正に合わせて手を挙げれば交付決定が受けられるということか、

又は可能性があるというものか。 

 

【事務局】 国からは、２７年度予算は厳しいですよというアナウンスがあって、２６年度

に手を挙げておけば見込みが高いですよと言われている。 

 

【委員長】 では、他に無ければ第８号についても、２６年度に前倒しをして小佐々小学校

体育室の改築に向けて取り組んでいくということでよろしいですか。 

 

 ～異議なし～ 

 

【委員長】 それでは本件は事務局案どおり了承することとする。次の議題の説明をお願いする。 

 

③平成２７年度 佐世保市一般会計補正予算（第１号） 

・補正予算（第８号）で補正した工事費を平成２７年度当初予算から減額するもの 

 

【委員長】 ２６年度第８号で前倒しした小佐々小学校の予算を２７年度当初予算で計上し

ていたため、同額を減額するといった内容ですが、皆さん異議ありませんか。 

 

～異議なし～ 

 

【委員長】 それでは本件は事務局案どおり了承することとする。次の議題の説明をお願いする

。 

 

④損害賠償の額の決定に伴う市長専決処分の件（日野小サッシ落下事故） 

・日野小学校の普通教室において、窓サッシが外れ落下したことに伴い、割れたガラス片などに

より周辺の車両に損害を与えたもの 

 

【委員長】 人的被害がなかったことが幸いだった。平成元年頃には、港小学校で同じようにサ

ッシが落下する事故があり、人にあたったということを記憶している。今回は、全市的に小・中

学校を調査して課題が見えたことは良かったかなと感じる。 

他に無ければ、３月議会で市長専決処分として報告することに異議ありませんか。 

 

～異議なし～ 

 

【委員長】 それでは本件は事務局案どおり了承することとする。次に報告事項の説明をお願い

する。 

 

◆報告事項 

 

①地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う教育委員会規則の 

 改正進捗状況について 
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【委員長】 資料を見てちょっと気になるところがあるが、平成十何年か頃に教育長が辞職して、

教育次長が事務の代理をしたことがあって、それで事務局が何とか動いたということがあったが、

今回の規則改正では、教育長に事故あるときは教育委員が職務代理をするとなっており、これで

事務が円滑に動くのか心配である。仕事をされている教育委員もいる中で、突然教育長の代理を

お願いされても、とても受けきれるものではないので、実務的に機能する形を作っておく必要が

あるのではないか。 

 

【事務局】 教育長に事故あるときには予め代理をする教育委員を定めたうえで、代理を任され

た教育委員から事務を教育委員会事務局職員等を指名して委任するという二段構えになる。この

ことについては、地教行法第２５条第４項に規定されている。 

 

【委員長】 そういう仕組みであれば了解した。 

今回は、進捗状況ということで、今後条文を練り上げていって、正式には議題として本委員会

に提出されることになるので、本日は報告として受け止めておく。 

 

②平成２６年度佐世保市教育委員会文化及びスポーツ表彰について 

 

 ～質疑等なし～ 

 

③図書ボランティア養成講座 

 

【委 員】 学校図書ボランティアをされている方は共働きの家庭が多く、現役保護者でボラン

ティアをしてくれる人がとても少ないので、図書館と連携を組んで、こういった学校と全く縁

のない方々に地域の学校に入ってもらえれば、子どもも喜ぶだろうし、そういう方々の活躍の

場にもなると思う。 

 

【委員長】 保護者ではない一般の方が、或いは年配の方がゆったりとした気持ちで読み語って

いただくということはとても効果的であると思う。そういうことで、良い取り組みではあるが

１５名という募集人員を超えるということがあった場合に、講師の方が対応を超えるといった

状況になるのか。 

 

【事務局】 今回の募集に２９名の募集があっている状況で、１５名にあと数名といったことで

あれば講師も対応できるが、１４名もオーバーしている状況はかなり厳しい。このため、養成

講座の回数を増やすなどの対応を検討していかなければならないと考えている。 

 

【委員長】 折角応募してもらっているので、抽選をして漏れた方には、また次回も応募してい

ただくようにお声掛けをするとか、次回は優先的に受講できるように配慮をするとかの対応を
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お願いしたい。 

 

④図書館と地区公民館図書室との新たな連携について 

 

 【委 員】 これは市内公民館との連携ということだが、以前図書館に本を借りに行ったとき

上下巻の本で上巻はあるけど、下巻がないということがあった。仕方なく諦めようかなと思っ

ていたところ、図書館の職員が県内の図書館に問い合わせてくれて、大村の図書館から取り寄

せてくれて借りられますよということがあった。そこまでしていただいて大変感動し、ありが

たかった。 

 

⑤「あすなろ教室」閉級式の報告 

 

  

 ～質疑なし～ 

 

 

その後、次回開催日程を決定し、終了となった。 

 

                      ―― 了 ―― 


